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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、紛争の社会的な要因とされている首長層、および、都市若年層の紛
争後の変化を追うことである。本年度は首長層の変化についての役割を明らかにすることとした。本研究の対象
となるシエラレオネはエボラ出血熱の惨禍に見舞われたこともあり、エボラ出血熱流行時に首長層がいかなる役
割を担ったかを明らかにする。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to examine how social factors change in post
 conflict situations. Especially, this research takes the case of Sierra Leone, and analyze 
chieftancy and urban youth, which have been considered as social factors of the civil war. Since 
this country experienced Ebola crisis in 2013-2016, this research tackles to the above-mentioned 
question, by examing the roles of them within the Ebola crisis. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は紛争後にいかに社会が変容するのかの一端を明らかにするものである。1990年代には冷戦構造の崩壊に
よって多くの武力紛争が発生した。シエラレオネはその一つであれ、平和構築の成功事例といわれる。ゆえにシ
エラレオネの事例を検討することで、紛争を助長するような社会構造がいかに解体されるのか、そして、かつて
紛争の社会的要因といわれた社会階層がいかなる変容を遂げるのかを明らかにすることができる。その変容を明
らかにすることは、紛争解決の取り組みへとつながる知見を得ることに他ならない。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

１． 究開始 初研 当 の背景 

 

 1990 年代のアフリカでは大規模な武力紛争が頻発した。2000 年代に入るとそうした紛争は

次々と収束傾向を見せ始め、国際社会は平和構築の事業を紛争経験国で実施するようになった。

武力紛争が発生した国では、紛争が再発しやすかったり、社会が不安定化しがちである。その一

方でシエラレオネでは安定を取り戻し、紛争を作り出した社会構造はある程度解体されたとい

われている。では、武力紛争に大きく寄与したとされる社会階層はどのように変化したのであろ

うか。 

 

２． 究研 の目的 

 

 本研究は、武力紛争を経験した国がいかに紛争構造から脱却するのかを明らかにすることを

目的とする。その検討のために西アフリカのシエラレオネを事例とした。シエラレオネ社会は、

内戦（1991-2002年）が終結した後、数十年を経て大きく変容した。なかでも注目したいのが、

紛争の要因といわれた 2つの社会階層、すなわち、青年層と首長層である。 

シエラレオネ内戦の研究蓄積は多く、内戦の要因もある程度、明らかにされている。とりわけ、

シエラレオネ内戦では、社会で行き場を失った若者が武装勢力「革命統一戦線」(Revolutionary 

United Front: RUF)RUFに吸収されたことで、社会が混乱したとされる。人類学者リチャーズ

は、農村部では、コミュニティのリーダー層、すなわち、首長層による腐敗の横行によって多く

の若者が困窮したと指摘する。シエラレオネでは伝統なリーダーである首長(chief)が公的な行政

職を負う首長制度が採用されている。首長は行政分「首長区」(chiefdom)の行政長である。リチ

ャーズによると 1980年代の経済悪化で困窮した首長層は、自らの権力を乱用し、村の若者（特

に血縁・婚姻関係にない家系の若者）に対して不当な罰金を課したり、私的な目的でコミュニテ

ィ労働に動員したりした。こうした横暴に不満を持った若者の多くが RUFの蜂起を新たな生活

を見つけるチャンスだとみなし、RUFに加入したといわれている(Richards 2002)。一方、都市

部の若者層の研究を行ったのはアブドゥラーである。アブドゥラーによると、都市部では経済悪

化の結果、仕事がない若者が滞留することになった（農村から都市部への若者の流出は首長の横

暴と無関係ではない）。1980年代に隆盛した学生運動は、大学を飛び出し、都市部の無職の若者

たちを巻き込み、その一部が RUFの結成に関わった。一度 RUFが蜂起すると、都市部の若者

は知り合い関係を通じて集められ、次々と加入することになる。その中には内戦に乗じて略奪や

密輸で利益を獲得する者も出てきた。こうした者は、政治改革を目標に掲げた指導層と反目し、

指導層を次々と暗殺したといわれている(Abdullah 1998)。 

このように従来の研究では、武装勢力 RUFが隆盛した背景には、農村部における首長層の横

暴、および、都市部における若者の滞留という 2つの社会的要因があることが指摘されている。

しかし、内戦の社会的要因が内戦後いかに変容したのかは十分論じられているとは言えない。 



シエラレオネでは 1999 年のロメ和平合意後、国連が介入し、紛争が終結することになった。

当初は混乱があったものの、やがて武装勢力も解体され、政府軍も縮小された。こうした内戦収

束に向けての変化に関しては、研究がないわけではない。しかしながら、国連諸機関や NGOの

介入の在り方を模索することを主眼としており、国内に目を向けた研究は限られている。ゆえに

本研究では、首長層と青年層という内戦の要因となった社会階層が内戦後どのように変容した

のかを明らかにする。本研究は将来の平和構築ミッションにも参考にもなりうる紛争後社会の

変化を明らかにするという点で意義を持つ。 

 

３． 究研 の方法 

 

 本研究は現地調査が要となった。2016年および 2017年にそれぞれ 3－4週間の現地調査を行

った。もう一度、補足調査を実施するつもりであったものの、コロナ禍によって断念した。ちょ

うど現地ではエボラ出血熱の流行が収束していた時期であったために、エボラ危機下において

首長層および都市若年層が、エボラ危機においてどのような役割を果たすことになったのかを

明らかにすることになった。各年度の調査実施状況は以下の通りである。 

 

(1) 2016年度 

 2016年の紛争後の首長の役割について調査した。現地調査は 8月から 9月にかけて 3週間実

施した。各農村を回り、首長層をはじめとした農村のリーダー層に聞き取り調査を行った。調査

の結果、エボラ出血熱流行時の首長の対応がある程度、明らかになってきた。特に政策レベルで

首長層がどのように明らかになったのかを明らかにした。政府は首長が積極的にエボラ出血熱

の対応に関わることを期待し、首長もそれに応じている。 

 

(2) 2017年度 

2017年のフィールドワークでは都市部のコミュニティ・リーダーの役割を明らかにするため

にシエラレオネの首都フリータウンで調査を行った。8 月から 9 月にかけて 3 週間実施してい

る。特に郊外の町に焦点を当て、エボラ出血熱を防ぐためにいかなる措置を講じたのかについて

聞き取りを実施した。その調査の結果、エボラ出血熱流行時、各コミュニティでは検問が作られ、

人々が自発的にエボラ出血熱対策を行ったことが明らかになった。各コミュニティの長である

首長層は、政治家（国会議員や地方議会員）と関係を持ち、検問を維持するために必要な物資や

金銭を受け取っていたことが明らかになった。すなわち、国家の制度ではなく、人脈を通してエ

ボラ出血熱対策が行われていたことが明らかになった。 

 

(3) 2018年度 

 文献研究および研究発表に重点を置いた。5月に開催された日本アフリカ学会学術大会、およ

び、6月に開催された日本文化人類学会において口頭発表を行い、それ以降に、その口頭発表を

もとにした論文を執筆した。当論文は雑誌「文化人類学」の査読を経て採択された。また、それ



以降、2017年度の現地調査で集めた資料の渉猟を行うほか、文献調査を進めた。 

 

(4) 2019年度 

本研究は最終年度であったものの、調査の遅れのために補助事業期間延長承認を申請した。8

月に予定していた現地調査ができなかったからである。これまでの成果は、イギリスで開催され

た国際学会、「第 8回ヨーロッパ・アフリカ学会」（the 8th European Conference on African 

Studies）で発表したほか、遠藤貢・末近浩太編『紛争と国家破綻が問う「国家」』（シリーズ、

グローバル関係学）（岩波書店）の一章を執筆し、本研究の成果を公表した。 

 

(5) 2020年度 

コロナ禍のためにこれ以上の調査を断念し、文献調査を続行する。本研究の最終成果となる書

籍の執筆に専念した。 

 

(6) 2021年度 

書籍の執筆を終え、出版社探しやその後の出版に向けての作業に費やした。本研究成果は『西

アフリカ・エボラ危機 2013–2016』（ナカニシヤ出版、2022年 2月）として上梓された。 

 

以上が全調査プロセスである。では、どのような研究成果を得たのかを以下にまとめる。  

 

４． 究成果研  

  

現地調査の結果、紛争後のシエラレオネでは官僚制や民主主義がある程度、定着し、不十分な

がらも透明性のある統治が実施されていることを確認した（岡野 2019）。首長層も、その制度を

改革後、コミュニティのリーダーとして有効に機能している。エボラ出血熱の流行時にもコミュ

ニティレベルでの対策を主導する役割を果たした（岡野 2022）。さらに都市青年層についても、

社会不安を煽る社会階層であるという認識は薄くなっている。インフォーマルセクターをはじ

めとした雇用があるからであり、対立を煽るような政治家の姿もない。さらには、都市部で多く

作られるアソシエーションが人々の横のつながりを確保することを可能としている(2019)。エボ

ラ出血熱流行時にも、若者はコミュニティレベルの対策で動員され大きな役割を果たした。本研

究を総括すると、シエラレオネでは社会が安定化するにつれ、かつては不安定要素となっていっ

た社会階層も、新しい社会になじんでいった。シエラレオネは開発上、社会上の課題は山積して

いるものの、紛争を再発させるような社会構造は解消されているといえる。 
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